
５ 内容
①生活支援体制整備事業における生活支援コーディネータの役割と、協議体
設置理由について説明
②稲毛区に拠点を置く企業4社（・株式会社伊藤園・株式会社ＺＯＺＯ
・株式会社ルネサンス・イオン稲毛店※今回欠席）の地域貢献、地域交流の取
り組みについて発表
③高齢者にとって、いきがいとなる場所について意見交換

令和６年度 千葉市生活支援コーディネーター

稲毛区 第１層協議体

１ 概要
日 時：令和7年2月13日（木）

13：30～15：00
場 所：稲毛保健福祉センター

テーマ：高齢者のサードプレイス

～高齢者のいきがいとなるような居場所とはどんなところか～

２ 目的
稲毛区内企業の地域貢献・地域交流
の取り組みを知り、生活支援体制整
備事業に活かすことの可能性を探る

４ 協議体設置に至った経緯
コロナ以降、フレイル状態となった高齢者が増加し、この地域課題解決の

ために地域住民や関係機関・団体と連携を図ってきた。
更なる解決に向け、地域貢献や地域交流に取り組んでいる区内の企業など

と連携し、住み慣れた地域で、高齢者がいきいきと過ごせる新たな居場所
（時間）を創出することで、その人にとっての生きがいやフレイル予防・介
護予防にもつながると考え協議体を設置した。

３ 参加団体
計：7団体（企業3・行政・あんしんケアセンター・社協・ＳＣ）24名
・株式会社伊藤園・株式会社ＺＯＺＯ・株式会社ルネサンス・あんしんケア
センター・行政（高齢障害支援課・地域づくり支援課・健康課）・社会福祉
協議会・生活支援コーディネーター

意見交換では、ＳＣから提案した地域課題に
ついて話し合った。
1.健康促進プログラム
転倒防止・健康維持のための講座

2.高齢者の交流と地域の活性化
多世代との交流、認知症カフェ等

3.生活支援について
ゴミ問題、スマホ教室



６ 結果

６ 今後に向けて
令和6年度協議体を終えて、引き続き企業との連携を図れるよう、第2層ＳＣ
と検討を重ね、高齢者の社会参加や健康維持・促進に繋がるよう働きかけを
行っていきたい。4月より、情報共有が図れるよう定例会への参加や、出張講
座やイベント創出に向けて、第2層ＳＣとともに準備を進めている。
今年度の協議体においては、その成果の報告やその他の団体との連携を広げ
ていけるよう推進していきたいと考える。

７ 担当
稲毛区 第１層生活支援コーディネーター
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4-12-4 稲毛保健福祉センター内
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■伊藤園
・お茶のセミナー
・生産型見学会（茶畑の見学会）
・親子で行うお茶の栽培

■ＺＯＺＯ
・地域交流のためのスタンプカード
・次世代との交流
・ＺＯＺＯのひろば、ＺＯＺＯスタ
ジオを地域へ開放

■ルネサンス
・ジム内での高齢者同士のコミュニ
ケーション
・介護リハビリ事業による健康プラ
グラムや出張講座
・地域住民向けのイベントの開催

■協議体を通じ、地域貢献や地域交流を取り組む企業とフレイル予防を中
心に「健康増進」「多世代交流・地域参加」「生活支援」について共通理
解を深めることができた。
また、企業とあんしんケアセンター、生活支援コーディネーターが協働

し、居場所づくりの一環とした健康に関する講座や高齢者支援に結びつく
イベントなどの資源創出の可能性を見つけることができた。

■イオン稲毛店
・今回は欠席となったが、連携を取
れるよう情報共有を図っていく。
・後日、協議体の報告で訪問し、今
後、イベントなどの可能性について
話し合うことができた。
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